
ファイン・メッシュ・プリミティブ・モデルと大雨予想

で，カ1，ρ2は，各格子点の大雨発生の確率である．ま

た，2格子点は，確率的に独立と仮定している．ρ1＝ρ2

ニO．12とすると，大雨発生の確率は23％位になる．3格

子点にまたがったとぎには，32％位，4格子点にまたが

ったときには，40％前後に達する．一般に，隣接した格

子点は，確率的に独立といえないから，確率は，前記の

ものより，若干，高くなるだろう（Lawrence　A．Hughes

and　Wayme　E・Sangster，1974）．しかし，同時に，大

雨の起こる領域を限定しにくくなっていく．

　気象庁予報部の現業作業で試用されている方法は，数

種の大雨判定基準を組合せて，大雨発生率を数段階に分

けている．この方法によると，大雨の起こりやすい領域

は，大雨発生率が高く，しかも，周囲の値との差の大き

いところになる．1つの大雨判定基準を用いるときよ

り，大雨の起こる領域は，一層，見分けやすくなる．

　重相関解析によっても，かなりの大雨を見逃してい

る．そのほとんどが，力学的雨量が少ないときのもので

ある．しかし，このときの大雨は，必ずしも，予想が不

可能というわけではないようである．大雨発生に必要な

総観場の条件があるらしいことは，この調査からも，う

かがえる．今後の調査の課題であるといえる．

　最後に，指導していただいた気象庁予報課立平技官，

並びに，助言していただいた電子計算室山岸技官に深く

感謝いたします．
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